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晩年の存覚と『看病用心鈔』の書写

小山　聡子
二松學舍大学文学部

受付：平成 24年 4月 9日／受理：平成 24年 7月 2日

要旨：存覚は，晩年に良忠の『看病用心鈔』を書写した．『看病用心鈔』は，臨終行儀を説いた書
である．本稿では，晩年の存覚が臨終のあり方についてどのように考えていたのかという点につい
て検討した．存覚は，その著作中で，親鸞が説いた他力の信心や平生業成の教えを強調した．とこ
ろがその一方で，存覚は，臨終時の来迎や臨終行儀について関心を抱いていたのである．法然や親
鸞は，臨終行儀の必要性を否定した．それに対して，彼らの教えを継承した人々は，臨終行儀を否
定する教えを実際には受け入れず，『往生要集』で説かれている臨終行儀の影響を強く受け，臨終
時を特別視し，いかに死ぬべきかを模索していたのであった．後の浄土真宗教団で碩学として重ん
じられた存覚も，その一人であった．
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はじめに

存覚（1290年～1373年）は，浄土真宗開祖親

鸞の曾孫覚如（1270年～1351年）の長男である．

存覚は，多くの著作物を残して碩学としてその名

を馳せ，門弟からの信頼が篤く1)，後の浄土真宗

教団からも重んじられた2)．

存覚は，貞治 2年（1363），浄土宗第三祖良忠

（1199年～1287年）の『看病用心鈔』を書写した3)．

存覚の信仰に関する先行研究では，存覚が『看病

用心鈔』を書写したことについては指摘されてき

たものの，『看病用心鈔』の書写と存覚の信仰と

の関係については十分に論じられてこなかった4)．

それによって先行研究では，存覚の著作中で，念

仏をすれば来迎があるとするのは方便の教えであ

ると説かれていることを根拠に，来迎に関しても

存覚が親鸞や父覚如と同一の見解を持っていた

とする研究も発表されている5)．しかし，親鸞の

信仰と存覚の信仰は必ずしも同一ではない．ま

た，覚如と存覚の信仰も，同一ではないと考えら

れる6)．

晩年の存覚は，臨終のあり方についてどのよう

に説いていたのであろうか．さらに存覚は，どの

ように臨終を迎えようと考えていたのであろう

か．このようなことについての検討は，晩年の存

覚の信仰を明確にする上で，さらには当時におけ

る臨終行儀に対する認識について明らかにする上

でも，実に重要である．そこで本稿では，『看病

用心鈔』の内容について概観した上で，存覚が来

迎や極楽往生の方法について著作中でどのように

説いているかを考察していく．さらに本稿では，

晩年の存覚は臨終行儀についてどのように考えて

いたのかを検討していきたい．

1　良忠撰述『看病用心鈔』の臨終行儀

『看病用心鈔』の写本は，三種類が現存してい

る．それは，安土の浄厳院所蔵『看病用心鈔』（以

下，浄厳院本とする），京都市下京区の常楽台に

所蔵されていたと伝えられる『看病用心鈔』（以

下，常楽台本とする），金沢文庫所蔵『看病用心

鈔』である．常楽台は，存覚を開基とする寺院で

あった．浄厳院本と常楽台本については，玉山成

元氏によって，浄土宗の浄厳院に所蔵されていた

写本が原本であると指摘されている7)．浄厳院本
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楽往生を遂げることができる，と説いていた．要

するに法然は，臨終時と平生時の念仏を区別する

ことはなく，臨終行儀も必要ではない，としてい

た13)．それにもかかわらず，法然の弟子たちの間

では，臨終時を特別視し，臨終行儀を重要視する

傾向がはなはだ強い14)．良忠も，『看病用心鈔』

を撰述したことから，その一人であるといえよう．

さて，『看病用心鈔』は，以下の書き出しから

始められている15)．

敬知識看病の人に申上候，往生極楽は，これ

一大事の因縁なり，もし知識の慈悲勧誘の

ち
（ 力 ）

からにあらずよりは，この一大事を成就す

る事あらむや，これによりて病者は，知識に

おきて，仏の思ひをなし，知識は病者におき

て，一子の慈悲をたるべしといへり，しかれ

ばすなわち，病者某
甲の所存のお

（ 趣 ）

もむきをし
（知）

ろしめして，病にふ
（臥）

さんはじめより，命のつ
（尽）

きんおはりまで，御用心候へき事どもを，し

るし申しおき候，16)

ここでは，「往生極楽」は「一大事の因縁」で

あるとされ，極楽往生のためには善知識による導

きが不可欠である，と説かれている．『看病用心

鈔』には，病の初めから臨終に至るまでに気を付

けなければならないことが示されている．

『看病用心鈔』には，病者を極楽へ往生させる

ための 19にわたる注意点が書かれている．たと

えば，死の床が置かれている道場の荘厳や，病者

と仏像の位置，さらには来客などについて，病者

が心穏やかに正念となることができるよう，詳細

な指示が書かれている．

また，『看病用心鈔』には，病者のあり方につ

いて，次のように書かれている．

お
（ 各 ）

のおのいよいよね
（ 懇 ）

んごろにお
（ 思 ）

もひた
（ 奉 ）

てまつ

れども，なほも心にか
（ 叶 ）

なはぬ事はさ
（ 定 ）

だめて候

べし，これは穢土のな
（ 習 ）

らひぞとおぼしめし

て，ゆめゆめう
（ 恨 ）

らみ給ふ事なかれ，もし機に

かくれば，正念をう
（ 失 ）

しなふもとゐなり，かる

が故に，よくよくこれをつ
（ 慎 ）

ゝしみ給ふべし，

と常楽台本は，字句の相違が多少は見られるもの

の，文意は同一である8)．

さて，常楽台本の奥書には，次の記述がある．

【原文】

貞治二癸
卯九月廿六日書写畢，老眼老筆不道

行之間経数日者也，写本者，去文和二年二月

九日，綱厳大僧都於浄華院所書之本也，

桑門（花押）七十四才 9)

【書き下し文】

貞治二癸
卯九月廿六日書写しをはんぬ．老眼

老筆にして道行せざるの間数日を経る者な

り．写本は，去る文和二年二月九日，綱厳大

僧都浄華院において書くところの本なり．

桑門（花押）七十四才

常楽台本は，奥書によると，文和 2年（1353）

に存覚の四男綱厳が浄華院で書写した本を，10

年後の貞治二年に存覚（桑門）が転写したもので

ある．綱厳は，『存覚一期記』では，観応2年（1351）

に浄華院に入寺した，とされている．良忠が所属

した浄土宗鎮西派は，良忠滅後に白旗派，名越派，

一条派，三条派，木幡派，藤田派の六派に分かれ

た．浄華院は，一条派の寺院となる．したがって

常楽台本は，一条派に代々伝えられ浄華院に所蔵

されていたものの写本だと推定される10)．

それでは，存覚が書写した『看病用心鈔』とは，

どのような書物なのであろうか．良忠は，善導の

『臨終正念訣』や，善導の著作などを参照して撰

述された源信『往生要集』大文第六の「臨終行儀」

によって，『看病用心鈔』を撰述した 11)．『看病用

心鈔』には，臨終が近い病人に対する看病人及び，

極楽浄土に導く僧である善知識のあり方，さらに

は臨終を迎える病人の心得が説かれている．良忠

は，極楽往生を遂げるためには臨終正念が不可欠

だと考え，臨終に正念となるために必要なことを

説いたのである．『看病用心鈔』は，臨終行儀を

説いた書である12)．

臨終行儀を重んじた良忠の考え方は，法然のそ

れとは大きく異なる．法然は，平生から念仏を行

なう者の元には必ず来迎があり，それによって極
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ここでは，総じて臨終の時を見届けることは実

に大切である，とされている．いつ臨終を迎える

かは，予測できない．臨終を見届けることができ

ないことは多い．もし，臨終の一念をしそこなっ

てしまえば，六道に堕ちてしまう，とされている．

つまり『看病用心鈔』では，平生の念仏ではな

く，あくまでも臨終の念仏が重用視されている．

もし臨終の念仏をすることができなければ，極楽

往生できない，とされているのである．このような

考え方は，法然のそれとは大きく異なるものであ

り，平安浄土教の影響を強く受けたものである．

2　存覚の著作にみる極楽往生の方法

存覚は，どのようにしたら極楽往生できると考

えていたのであろうか．存覚は，元亨 4年（1324）

に著した『浄土真要鈔』では，次のように述べて

いる．

平生モシハ臨終，タヽ信心ノオコルトキ往生

ハサ
（ 定 ）

タマルソトナリ．コレヲ正定聚ニ住スト

モイヒ，不退ノク
（ 位 ）

ラヰニイルトモナ
（名）

ツクルナ

リ．コノユ
（ 故 ）

ヘニ聖人マタノタマハク，来迎ハ

諸行往生ニアリ，自力ノ行者ナルカユヘニ，

臨終マ
（待）

ツコトヽ来迎タ
（ 頼 ）

ノムコトハ諸行往生ノ

ヒ
（ 人 ）

トニイフヘシ．真実信心ノ行人ハ摂取不捨

ノユヘニ正定聚ニ住ス，正定聚ニ住スルカ

ユ
（ 故 ）

ヘニカ
（ 必 ）

ナラス滅度ニイ
（ 至 ）

タル，滅度ニイ
（ 至 ）

タル

カユ
（ 故 ）

ヘニ大涅槃ヲ証スルナリ．カルカユ
（ 故 ）

ヘニ

臨終マ
（待）

ツコトナシ，来迎タ
（ 頼 ）

ノムコトナシトイ

ヘリ．コレラノ釈ニマカセハ，真実信心ノ

ヒ
（ 人 ）

ト一向専念ノト
（ 輩 ）

モカラ，臨終ヲマ
（待）

ツヘカラ

ス来迎ヲ期スヘカラストイフコト，ソノム
（ 旨 ）

ネ

ア
（ 明 ）

キラカナルモノナリ．19)

存覚は，ここでは，平生時であっても臨終時で

あっても，信心がおきたときに極楽へ往生するこ

とが定まる，としている．さらに存覚は，親鸞が

門弟に宛てた書簡にある文言を引用し20)，来迎は

自力の行者である諸行往生の者のためにある，と

している．臨終を待つことや来迎を頼みにするこ

とは，諸行往生の人にあてはまることである．他

およそ人をう
（ 恨 ）

らみ，人をい
（ 怒 ）

かる事は，生涯の

あ
（ 間 ）

ひだなおし是をい
（ 戒 ）

ましむべし，いかに況ん

や，最後臨終にお
（ 及 ）

よびて，はかなき事により

て，妄念をおこして，また生死にかへらん事，

返々もお
（ 愚 ）

ろかなるべし，（中略）と
（疾）

くしてこ

の穢土のさ
（ 境 ）

かひ苦悩の身をす
（捨）

てて，早く無為

常楽の浄土にむ
（生）

まれなんとお
（ 思 ）

もひて，一心に

命をす
（捨）

てん事をのぞみ，ひとへに来迎を待ち

給ふべしと，この心地にす
（ 勧 ）

すめなさせ給べく

候，17)

病者は，それぞれに思い通りにいかないことは

あるだろうが，穢土でのことだから仕方のないこ

とであると考えて決して恨んではいけない，とさ

れている．もし恨みの心が生じると，正念を失う

きっかけになるからである．他人を恨みに思い怒

りの心を持つことは，生涯にわたって気を付ける

べきであり，まして臨終時は取るに足らないこと

で妄念を起こし六道に堕ちてしまうことははなは

だ愚かである，と説かれている．善知識は，病者

に，「厭離穢土と欣求浄土の念を持ってひたすら

に臨終を望みもっぱら来迎をお待ちなさい」と勧

めるべきである，とされている．

このように，『看病用心鈔』には，善知識や看

病人は，病者が正念となるためにはどのようにし

たら良いのか，ということが具体的に示されてい

る．さらに，臨終時の注意点については，次のよ

うにある．

大方人のまことの最後断息のき
（ 刻 ）

ざみを見おは

る事ハ，きはめて大事にて候，用心ゆるくし

てハ，ふつとか
（ 叶 ）

なふまじく候，その故ハ，

や
（ 病 ）

まひのな
（ 習 ）

らひとして，よくなるやうにて死

ぬる事候，又お
（終）

はりにハ苦痛もなくなりて死

ぬる事も候，又い
（ 息 継 ）

きつきのはやくばりてお
（終）

は

るも候，（中略）まことのお
（終）

はりをみぬ事お

ほく候，これすなはち生死をす
（捨）

つるお
（終）

わり，

菩提にい
（ 至 ）

たる始，この一刹那に候，まことに

一息きたらざれバ，すなはち後世に属す，一

念若しあやまちぬれば，輪廻に堕すといへ

り，18)
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観応 2年（1351），62歳の存覚は，康楽寺の円

寂に覚恵及び覚如の影像を描かせた23)．覚如の影

像に賛を書いたのは，覚如の死から 2年後の文和

2年（1353）のことである．覚恵の影像は現存し

ていないものの，覚如の影像は，現在西本願寺に

所蔵されている．存覚が覚如の影像に記した賛

は，次のとおりである．

【原文】

法印和尚位　宗浄刹真門

日課行得証　天性本利根

遊官一乗院　苟為三品孫

自不遺生計　渾是出仏恩

八旬有余歳　残涯帰寂昏

紫雲聳遮眼　青漢晴断魂

冷灰見遺骨　分布如琢琨

目前之奇特　舌端那伝言

　文和二載正月十九日賛 24)

【書き下し文】

法印和尚位　浄刹の真門を宗とし

日課の行証を得たり　天性もと利根

一乗院に遊官す　苟も三品の孫として

自ら生計を遺さず　すべてこれ仏恩に出ず

八旬有世歳　残涯寂昏に帰す

紫雲聳へて眼を遮る　青漢晴れて魂を断つ

冷灰遺骨を見るに　分布すること琢琨のごとし

目前の奇特　舌端なんぞ伝言せん

　文和二載正月十九日賛

ここでは，覚如が興福寺一乗院に入り法相の教

えを学んだ経歴などが述べられた後，その臨終の

有り様についてもしたためられている．ここで着

目すべきは，覚如の臨終時に紫雲がたなびいた，

とされていることである．存覚は，『存覚一期記』

によると，覚如の容態が悪化したことを聞き急ぎ

駆けつけたものの，覚如の臨終には間に合わな

かった．したがって，存覚は，実際に覚如の臨終

時に紫雲を見てはいなかったはずである．

なぜ存覚は，あえて覚如の影像の賛にこのよう

なことをしたためたのであろうか．この賛では，

「紫雲聳遮眼」とすることにより，覚如の臨終時

力の信心に促されて念仏をする者は正定聚の位に

あるから，極楽往生を遂げることは決まってい

る．したがって，臨終を待つ必要もないし，来迎

を頼みにする必要もない．存覚は，このような親

鸞の言葉を引用して，他力の念仏者は臨終を待ち

来迎を期待してはいけないということが明らかで

ある，という結論に至っている．

さらに，『浄土真要鈔』には，次のようにもある．

世ノナカニヒ
（ 広 ）

ロマレル諸流，ミナ臨終ヲイ
（ 祈 ）

ノ

リ来迎ヲ期ス，コレヲ期セサルハヒトリワ
（ 我 ）

カ

イ
（ 家 ）

ヘナリ．シカルア
（ 間 ）

ヒタ，コレヲキ
（聴）

クモノハ

ホトホトミ
（ 耳 ）

ヽヲオ
（ 驚 ）

トロカシ，コレヲソ
（ 嫉 ）

ネムモ

ノハ，ハ
（ 甚 ）

ナハタア
（ 嘲 ）

サケリヲナス．シカレハタ

ヤスクコノ義ヲ談スヘカラス，他人謗法ノ

ツ
（ 罪 ）

ミヲマ
（ 招 ）

ネカサランカタメナリ．21)

存覚は，親鸞の教え以外の全ての教えは，臨終

時に正念であることを祈り来迎を頼みにするもの

である，としている．したがって，臨終を待たず

来迎も頼みにしないという親鸞の教えを聞く者

は，はなはだ驚く．さらにこの教えを妬むものは

嘲る．存覚は，このようなことだから，臨終を待

たず来迎を頼みにしないという教えを容易に語っ

てはいけない，としている．

また存覚は，『浄土真要鈔』で，次のようにも

説いている．

聖教ニヲイテ方便ノ説アリ真実ノ説アリ，一

往ノ義アリ再往ノ義アリ，念仏ニヲイテ来迎

アルヘシトミ
（見）

エタルハミ
（ 皆 ）

ナ浅機ヲ引センカタ

メノ一往方便ノ説ナリ，22)

この記述によると，聖教には，念仏をすれば来

迎があるとするものがある．このようなものは，

機根が浅い者を導くための方便の教えである，と

いうことになる．

さて，存覚が『看病用心鈔』を書写したのは，

七四歳の時のことである．それゆえ以下に，とり

わけ存覚の晩年の著作を中心に検討していきた

い．
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時点で極楽往生が確定することになるとし，なぜ

平生業成を疑うことがあろうか，と述べている．

その上で，この教えを信じない者は前世の善根が

ない者である，とまでしている．

さらに，『浄土見聞集』には，次のような記述

もある．

他力ノ信心ヲ獲得スルトキ，ヨコサマニ五悪

趣ニオ
（堕）

ツヘキ業因ヲキリトヽメラレタテマツ

リ，悪道ノカ
（ 門 ）

トナ
（ 永 ）

カクト
（閉）

チテ自然ニスナハチ

ノトキ正定聚ニサ
（ 定 ）

タマル，（中略）法ヲキ
（聴）

ヽ

テ領解スルトキ，往生ハサ
（ 定 ）

タマルナリ．ソノ

ノチ名号ノト
（ 称 ）

ナヘラルヽハ大悲弘誓ノ恩ヲ報

シタテマツルナリ．ソレモ行者ノカ
（ 方 ）

タヨリ

ト
（ 称 ）

ナヘテ仏恩ヲ報スルニハアラス．他力ノ信

ヨリモ
（ 催 ）

ヨホサレタテマツリテト
（ 称 ）

ナフレハ，ヲ

ノツカラ仏恩報謝トナルナリ．信モ行モカツ

テ行者ノ所作ナラス，但他力トイヘリ．27)

ここでも存覚は，他力の信心を得たら正定聚の

位にあることになる，としている．そして，信心

を得た後の念仏は，報謝の念仏である，とされて

いる．存覚は，報謝の念仏も，行者が自力で行な

う行為ではなく，他力の信心によって自然に称え

るものである，としている．存覚は，信心も念仏

も，双方とも行者の自力によるものではなく他力

によるものである，と強調している．

ちなみに存覚は，『浄土見聞集』と同年に，『存

覚法語』も執筆している．『存覚法語』も，『浄土

見聞集』と同様に，他力の信心の重要性について

説かれている．すなわち存覚は，『看病用心鈔』

を書写する 7年前に，他力の重要性や平生業成に

ついて述べていることになる．

さらに存覚は，『看病用心鈔』書写の 3年前に

あたる延文5年（1360）には，『六要抄』を著した．

『六要抄』は，親鸞著『教行信証』の注釈書である．

要するに存覚は，晩年に，信心の重要性や正定聚

について書かれた『教行信証』の注釈をしている

のである．

以上のことから，存覚は，壮年から晩年に至る

までの間，他力の信心を得た者は正定聚の位にあ

には来迎があり，覚如は極楽往生を遂げることが

できたことを示している．

存覚は，『浄土真要抄』で，

親鸞聖人ノ御意ヲウカヽフニ，念仏ノ行者ノ

往生ヲウ
（得）

ルトイフハ化仏ノ来迎ニアツカラ

ス，モシアツカルトイフハ報仏ノ来迎ナリ，

コレ摂取不捨ノ益ナリ．25)

としているように，親鸞の言葉を根拠として，他

力の行者にも来迎はある，としている．この史料

によると，他力の行者には阿弥陀仏の来迎があり，

自力の行者には化仏の来迎があることになる．当

然のことながら，存覚は，覚如は化仏ではなく阿

弥陀仏の来迎を得たと確信したことにより，覚如

の影像の賛に紫雲がたなびいた，としたためたの

だと考えられる．

ただし存覚は，前述したように，親鸞の教えで

は臨終時の来迎を期待しない，としていた．それ

にもかかわらず，存覚は，覚如が他力の行者であ

り正定聚の位にあったことにより極楽往生した，

とはしなかったのである．覚如の影像の賛に来迎

の奇瑞について記したことは，存覚が来迎の有無

に関心を持っていたことを示している．

存覚は，『看病用心鈔』を書写する 7年前の文

和 5年（1356），『浄土見聞集』を著した．『浄土

見聞集』には，『十往経』や『十輪経』をもとに

地獄の苦しみが述べられている．『浄土見聞集』

は，他力の教えに帰依して極楽へ往生することを

勧めた書である．『浄土見聞集』には，次のよう

な記述を確認することができる．

浄土真宗ハコレ時機相応ノ法ナリ，自力ヲス
（捨）

テ他力ニ乗シテ修行セハ，聞已即悟・無生法

忍トト
（説）

キ，即得往生・住不退転トノタマヘ

リ，平生業成ナニヲカウ
（ 疑 ）

タカハン．コノ法ヲ

信セスハコレ無宿善ノヒ
（ 人 ）

トナリ26)

まず存覚は，親鸞の他力の教えは，末法の世に

ふさわしい教えであるとしている．そして，存覚

は，自力を捨てて他力となり念仏をすれば，その
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る心地を病人に持たせるようにしなさい．ここで

は，このように記されている．

このような『看病用心鈔』の記述は，晩年の存

覚の信仰と必ずしも一致してはいない．たとえ

ば，『存覚一期記』寛元 2年（1244）条には，存

覚が 15歳のときに邪気による病を煩ったことが

次のように記録されている．

【原文】

幼少之時連々煩邪気之刻，心性院僧正経恵于

時法印奉渡慈恵大師御影ヲ，時々被致加持，

仍平復之間，成師弟之約，（中略）五月五日

入彼ノ法印之坊ノ礒嶋引接坊ニ了，29)

【書き下し文】

幼少の時連々に邪気を煩ふの刻，心性院僧正

経恵時に法印慈恵大師の御影を渡し奉り，

時々加持を致さる．仍て平復の間，師弟の約

を成す．（中略）五月五日彼の法印の坊の礒

嶋引接坊に入りをはんぬ．

存覚は，青蓮院の院家である心性院の経恵僧正

から加持を受けて，病を治してもらっている．『存

覚一期記』には，これによって存覚は経恵の元に

入室する約束をした，とされている．

『存覚一期記』にある存覚 72歳までの記事は，

存覚の口述を綱厳が筆録したものである．存覚

は，経恵による加持の効果に感謝し続けていたか

らこそ，このような口述を晩年になってしたと考

えられる．すなわち，晩年の存覚には，15歳のと

きの病を「往生の期」であると悦び，治療をせず

に死を待てば良かった，と考えた形跡は全く見ら

れない．その上，存覚の著作には，治病のための

祈祷や祭を否定する記述を確認することもできな

い．壮年期に著した『顕名抄』（1337年成立）に

は，病は仏法修行を妨げるものであり厭うべきも

のであるとまで記し，病を否定的に捉えている30)．

これらのことは，存覚が治病を肯定し，病を「往

生の期」として望ましく思ってはいなかったであ

ろうことを示している．

また，『看病用心鈔』には，病人に妻子らが会

うことについては次のようにある．

ることになり必ず極楽往生を遂げることができ

る，と著作中で強調していたことが明らかであ

る．ただし，存覚は，覚如の影像の賛にあるよう

に，臨終時における来迎の有無に関心を持ってい

たと考えられる．

3　晩年の存覚と臨終行儀

晩年の存覚は，他力信心や平生業成について説

きながらも，『看病用心鈔』を書写した．存覚は，

『看病用心鈔』の内容に興味を持っていたからこ

そ書写した，と考えられる．ただし，『看病用心

鈔』に記されていること全てが，晩年の存覚の考

え方と一致はしない．たとえば，『看病用心鈔』

には次のようにある．

祈祭なんど云事は，さらにかけてもあるべか

らさる事にて候，療治・灸治の事は，これ命

をの
（延）

ぶる事ならず，ただ病苦をの
（ 除 ）

ぞくばかり

なり，されば苦痛をやめて念仏せしめむため

には，おのづからも
（ 用 ）

ちふべしといへども，こ

れもあながちに尋ねも
（ 求 ）

とむべきにあらず，其

故は，およそ生死のきつなには身を愛し，命

をお
（惜）

しむをもとひとし，往生のさ
（ 障 ）

わりには，

生をむ
（ 貪 ）

さぼり，死をお
（ 恐 ）

そるるをみ
（ 源 ）

なもとと

す，しかるに療病は，苦痛のためといふには

に
（似）

たれども，いかにも身命をお
（惜）

しむ心ねより

も
（ 求 ）

とめぬべき事にて候，（中略）ただこの病

を往生の期とよ
（ 悦 ）

ろこびて，一心に死をま
（待）

ち

て，来迎をのぞむ心地にす
（ 勧 ）

すめなさせ給ふべ

く候，28)

ここでは，治病のための祈祷や祭は行なうべき

ではない，とされている．治療や灸は，延命のた

めのものではなく，病の苦しみを除くためのもの

である．それゆえ，苦痛を止めて念仏をするため

に治療や灸を用いるべきであるというが，むやみ

に使ってはいけない．なぜならば，往生の障りは，

生に執着し死を恐れることを根本とするからであ

る．治療は，苦痛を除くためだとはいっても，身

命を惜しむ心から行なわれるものである．病を往

生の期と悦び，ひたすら死を待ち，来迎を期待す
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締ノ之楚忽，頗以迷惑セリ，唯恨ラクハ不拝平日ノ

恩顔ヲ，不コトヲ逢最後ノ刹那ニ，32)

【書き下し文】

大上一昨日より御不予，白地御風気かの由思

し給ふと雖も，御老体たるの間，用意のため

に告げ示すの旨なり．仍て翌日廿日上洛す．

（中略）六条大宮に着く．休息に及ばず，即

ち馳せ参ずるのところに，去る夕べ御往生と

云々．締の楚忽，頗るもって迷惑せり．ただ

恨むらくは平日の恩顔を拝さず，最後の刹那

に逢はざることを．

存覚は，覚如（大上）が危篤であるという知ら

せを受け，上洛した．六条大宮に着き，休息する

こともなく急ぎ馳せ参じたものの，すでに前日の

夕方に覚如は往生したということを聞いた．存覚

は，覚如と生前に顔を合わせることができず，臨

終時に逢えなかったことをただただ悲しんだ，と

されている．

ここには，臨終時に善知識や看病人以外の者が

立ち会ってはいけない，とする『看病用心鈔』の

考え方は全く反映されていない．すなわち存覚

は，臨終時における妻子らの立ち会いが往生の障

りになるとは，考えていなかったことになる．

このように，『看病用心鈔』の記述と存覚の信

仰は，必ずしも一致はしない．したがって，存覚

は，『看病用心鈔』の書写をしたものの，その全

ての記述に共感を覚えてはいなかったことが明ら

かである．ただし，存覚は，晩年になり，自らの

臨終が近づいた時に，臨終行儀に関心を持ってい

たからこそ，『看病用心鈔』を書写したと考えら

れる33)．

興味深いことに，存覚は，綱厳の書写した『看

病用心鈔』を転写した貞治 2年，綱厳に『六要抄』

を伝授している．前述したように，『六要抄』は，

『教行信証』の注釈書である．存覚によるこの行

動は，一見，矛盾しているようにみえる．しかし，

これが存覚の信仰の有り様だったのではないだろ

うか．

すなわち，存覚は，親鸞の子孫の一人としてそ

の教えを後世に伝える役割が自らにはある，と考

酒肉五辛，このく
（ 臭 ）

さくけ
（ 穢 ）

がらはしき物く
（食）

ひた

らん人をば，病者のあたりにゆめゆめよ
（寄）

すべ

からず，もしこれを近つけば，悪鬼み
（ 乱 ）

だれ入

て，病人く
（ 狂 ）

るい死にして三悪道に堕す，と善

導い
（ 戒 ）

ましめ給へり，（中略）すべて病ひつか

むはじめより，知識看病の両三人の外は，親

も疎も，人をよ
（寄）

せ給ふまじく候，況んや妻子

なむどは，ゆめゆめ近つけ給ふまじく候，（中

略）呉々もこの三人の外は，余人をよ
（寄）

せ，悪

縁をちかづけ給ふべからず候，31)

ここではまず，酒や肉などを口にした者を病人

の側に近寄せてはいけない，とされている．善導

の言葉を用いながら，もしそのようなことをすれ

ば悪鬼が乱入し，病人が狂い死にして三悪道に堕

ちる，とされている．病人には，病気になったと

きから，善知識と看病人以外の者を近づけてはい

けない，とされている．親しい人間であってもそ

うではない人間であっても，まして妻子などは絶

対に近づけてはいけない，とされている．ここで

は，くれぐれも善知識と看病人の三人以外は，病

人に寄せ付けず，悪縁を近づけてはいけない，と

されている．

すなわち『看病用心鈔』では，悪鬼や悪縁が臨

終正念の妨げとなることを恐れ，善知識と看病人

以外の者を病人に近づけてはいけない，とされて

いるのである．妻子ではあっても，悪縁が近づく

ことにもなり，臨終正念の妨げとなるので，近づ

けてはいけない，とされている．

一方，存覚にはこのような思想はなかったと推

定される．なぜならば，『存覚一期記』観応 2年

（1351）条には，河内にいた存覚が，覚如の死が

近づいているという知らせを受けて急ぎ上洛した

ことが記されているからである．その時のことに

ついては，以下のように記されている．

【原文】

大上自一昨日御不予，白
アカラサマ

地御風気歟之由雖思

給ト，為御老体之間，為用意告ケ示ス之旨也，

仍翌日廿日上洛，（中略）着六条大宮ニ，不及

休息ニ，即馳参スル之処ニ，去夕ヘ御往生云々，
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えとは大きく異なり，平安浄土教の影響を強く受

けた書である．

また，本稿では，存覚の著作に記された極楽往

生の方法について検討した．存覚の壮年期から晩

年期に至るまでの著作では，他力の信心を得た者

は正定聚の位にあることになり，必ず極楽往生を

遂げることができる，と強調されている．さらに

存覚は，著作中で，これを信じることができない

者は機根の衰えた者である，とまで述べている．

ただし存覚は，覚如の影像の賛に，臨終時に紫雲

がたなびいた，と記している．このことは，存覚

が臨終時の来迎の有無に関心を持っていたことを

示している．

存覚は，著作中で平生業成を強調する一方で，

晩年には『看病用心鈔』を書写した．ただし，存

覚は，『看病用心鈔』を書写したものの，そこに

記されている事柄全てに共感してはいなかったと

考えられる．というのは，『看病用心鈔』では，

治病のための祈祷や祭は生への執着の心を生むこ

とを理由に，否定されている．さらに『看病用心

鈔』では，病を「往生の期」として悦ぶべきであ

る，とされている．それに対して存覚は，晩年に

なり，15歳のときに加持によって病が平癒した

ことを綱厳に語り，『存覚一期記』に書きとどめ

させている．存覚は，病を「往生の期」とは考え

ていなかったのである．

また，『看病用心鈔』には，病者のもとに妻子

なども近づけてはいけない，とされている．これ

は，悪縁が近づき，臨終の妨げとなることを防ぐ

ためである．一方，存覚は，覚如が危篤であると

いう知らせを受けたときに，急ぎ上洛した．存覚

は，覚如の臨終に間に合わなかったことを悲しん

だ．もし，存覚が『看病用心鈔』にあるように臨

終時に善知識や看病人以外の者が近づいてはいけ

ないと考えていたのであれば，臨終に間に合わな

かったことを悲しむ記述を『存覚一期記』に記録

はさせなかったはずである．したがって，『看病

用心鈔』の記述と存覚の信仰は，必ずしも一致し

てはいなかったといえる．

それでは，存覚は，なぜ『看病用心鈔』を書写

したのであろうか．もし存覚が，平生業成を心か

えていた34)．その一方で，存覚の実際の信仰は，

呪術を認める自力信仰だったのである35)．本稿で

示したように，存覚は，『浄土見聞集』で「平生

業成ナニヲカウ
（ 疑 ）

タカハン．コノ法ヲ信セスハコレ

無宿善ノヒ
（ 人 ）

トナリ」とまで述べながらも，実際に

は『看病用心鈔』を書写して臨終行儀を気に懸け

ていた．すなわち存覚は，平生業成を強調しなが

らも，来迎の有無に関心を抱き，極楽往生を遂げ

るための臨終行儀についても気に懸けていたので

あった．

ちなみに，存覚の臨終については，『存覚一期

記』応安 6年（1373）条に，

八十四歳同六　二月廿八日御往生．36)

とあり，応安 6年 2月 28日であったことが分か

るのみである．したがって，存覚が実際に臨終行

儀を行なったか否かという点などの臨終の有り様

は明らかではない．

まとめ

以上，本稿では，存覚が晩年に『看病用心鈔』

を書写したことに着目し，まず『看病用心鈔』の

写本及びその内容について概観した．その上で本

稿では，存覚がその著作中で説いた極楽往生の方

法について検討した．さらに本稿では，『看病用

心鈔』と存覚の信仰の関係について考察した．以

下に，本稿の成果をまとめることにする．

常楽台本『看病用心鈔』は，浄華院で綱厳が書

写したものを存覚が転写した本である．『看病用

心鈔』は，善導の『臨終正念訣』や源信の『往生

要集』をもとに臨終行儀を説いた書である．『看

病用心鈔』の撰述をした良忠は，臨終時の念仏を

重んじ，臨終時に正念となることが重要である，

とした．『看病用心鈔』には，病者が正念となる

ようにするにはどのようにしたら良いのか，とい

うことが具体的に示されている．『看病用心鈔』

には，もし臨終の一念をしそこなってしまうと，

六道に堕ちる，と記されている．すなわち『看病

用心鈔』は，平生の念仏と臨終の念仏を区別せず

平生の念仏も重視する必要があるとする法然の教
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6) 存覚と覚如の信仰の相違については，以下の研究
で論じられている．重松明久．覚如．東京：吉川弘
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と自力信仰．日本歴史 2012；765: 16–30，及び，②小
山聡子．覚如と呪術信仰―治病と臨終に対する姿勢
をめぐって―．今井雅晴先生古稀記念論文集編集委
員会編．中世文化と浄土真宗．京都：思文閣出版；

2012．p. 71–89で，覚如の信仰と存覚の信仰について
それぞれ論じた．あわせて参照していただきたい．

7) 前掲註 3玉山成元②論文．玉山成元氏は，存覚が書
写した『看病用心鈔』は，宇治の常楽寺所蔵の本で
あるとしている．しかし，宇治の常楽寺は浄土宗寺
院であり，『看病用心鈔』を所蔵してはいない．京都
市下京区の常楽台の誤りである．

8) この点については，前掲註 3鈴木成元①論文におい
ても指摘されている．ちなみに，浄厳院本は平仮名，
常楽台本は片仮名で記されている．浄厳院本は前掲
註 3鈴木（玉山）成元①論文で翻刻されており，常楽
台本は，鷲尾教導．記主禅師撰と伝ふる『看病用心鈔』
に就て．仏教史学1913；3(8): 35–41で翻刻されている．

9) 前掲註 8鷲尾教導論文．関根透．鎌倉僧医の倫理観
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見大学仏教文化研究所紀要 1998；3: 33–54では，「桑
門」を「幸門」と翻刻しているが，文意から考えて「桑
門」が正しいと考えられる．

10) 前掲註 1鈴木（玉山）成元①論文．鈴木（玉山）成
元氏は，浄華院に伝来していた『看病用心鈔』は，
良忠→礼阿→向阿→玄心へと伝えられたものである，
としている．

11) 新村拓．死と病と看護の社会史．東京：法政大学
出版会；1989．p. 235．玉山成元．善導と臨終行儀．
牧尾良海博士頌寿記念論集刊行会編．中国の宗教・

思想と科学．東京：国書刊行会；1984．p. 305–315で
は，良忠は『往生要集義記』第六に湛秀の『臨終行
儀注記』が引用されていることを指摘している．『臨
終行儀注記』は，『臨終正念訣』や『往生要集』をも
とに臨終行儀の必要性を説いた書である．

12) 前掲註 3玉山成元①論文でも，『看病用心鈔』は臨
終行儀についての書である，としている．

13) 法然は，60歳を過ぎた頃から，臨終行儀は不必要
であると強調するようになった．鈴木成元．臨終行
儀について．浄土学 1960；27: 117–143．法然におけ

ら信じていたのであれば，臨終行儀を説く『看病

用心鈔』をあえて書写する必要はなかったはずで

ある．存覚は実際には，臨終行儀を重んじる信仰

を持っていたのではないかと考えられる．存覚

は，自らの臨終のあり方や極楽往生の可否を気に

懸けていたからこそ，晩年になって『看病用心鈔』

を書写したのである．

法然は，平生と臨終を区別せず，平生から念仏

を称える者のもとには必ず来迎があり，それに

よって正念になる，とした．親鸞も，臨終時を特

別視せず，他力の信心を得たその時に正定聚の位
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の一人である．
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The Belief of Zonkaku in His Late Years and
The Copy of Kanbyoyojinsho

Satoko KOYAMA
The Faculty of Literature, Nishogakusha University

Ryochu copied Kanbyoyojinsho in his late years. Kanbyoyojinsho is a book about the ceremony of 
death. This paper focuses on Zonkaku’s way of thinking about death. Zonkaku emphasized Shinran’s 
doctrines, such as about salvation through the benevolence of Buddha. But Zonkaku was especially con-
cerned about the coming of Amitabha to welcome the spirits of the dead. Honen and Shinran denied the 
necessity of the ceremony of death. However their pupils did not follow this. They were greatly infl uenced 
by Ojyoyoshu, so they gave great importance to the deathbed. Zonkaku, who was an erudite, also regarded 
it highly.

Key words: Zonkaku, Shinran, Kanbyoyojinsho, Ceremony of Death, Land of Happiness


